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 連結子会社の吸収合併(簡易合併・略式合併)に関するお知らせ 

 

 

当社は、2020 年 2 月 7 日開催の取締役会において、下記のとおり株式会社アイスタイルキャピタルを

吸収合併することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、本合併は、連結子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して

開示しております。 

 

 

記 

 

1．合併の目的 

  本合併により、当社グループの事業運営の合理化・効率化を図るものです。 

 

2．合併の要旨 

（1）合併の日程 

合併契約決議取締役会  2020 年 2 月 7 日 

  合併契約締結            2020 年 2 月 7 日 

    合併期日（効力発生日） 2020 年 4 月 1 日 

 

   当該合併は、吸収合併存続会社においては会社法第 796 条第 2項に定める簡易合併であり、吸収合

併消滅会社においては会社法第 784 条第 1項に定める略式合併に該当するため、各合併当事会社にお

いて株主総会の承認決議を経ずに行うものであります。 

 

（2）合併の方式 

     当社を吸収合併存続会社とする吸収合併方式とし、株式会社アイスタイルキャピタルは解散いたし

ます。 

 

（3）合併にかかる割当ての内容 

株式会社アイスタイルキャピタルは当社 100%子会社であるため、当該合併による新株式の発行、資

本金の増加及び合併交付金の支払はありません。 

会 社 名 株 式 会 社 ア イ ス タ イ ル 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  吉 松  徹 郎 

（ コ ー ド 番 号 ： 3660 東 証 第 一 部 ） 

問合せ先 取 締 役 C F O  菅 原  敬 

      （ T E L .  0 3 - 5 5 7 5 - 1 2 6 0 ） 



 

 

（4）合併に係る割当ての内容の算定の考え方 

   該当事項はありません。 

 

（5）吸収合併消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 

 

3．合併の当事会社の概要(2020 年 2 月 7 日現在)    

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1)商 号 株式会社アイスタイル 株式会社アイスタイルキャピタル 

(2)本 店 所 在 地 東京都港区赤坂一丁目 12 番 32 号 東京都港区赤坂一丁目 12 番 32 号 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉松 徹郎 代表取締役社長 菅原 敬 

(4)事 業 内 容 美 容 系 総 合 ポ ー タ ル サ イ ト

@cosme（アットコスメ）の企画・

運営等 

有価証券の投資、売買、保有及び

運用 

(5)資 本 金 3,703 百万円 52 百万円 

(6)設 立 年 月 日 1999 年 7 月 27 日 2014 年 11 月 17 日 

(7)発 行 済 株 式 数 68,043,800 448 

(8)決 算 期 6 月 30 日 6 月 30 日 

(9)大株主及び持株比率 

(2019 年 12 月末現在) 

 

吉松徹郎                11.27% 

株式会社ワイ            9.35% 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口） 

6.00% 

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140051 

5.76% 

CHASE NOMINEES RE JASDEC TREATY CLIENT A/C (GENERAL)

4.35% 

株式会社アイスタイル  100.00% 

 

(10)直前事業年度(2019 年 6 月期)の財政状況及び経営成績 

決 算 期 6 月 30 日 6 月 30 日 

純 資 産 10,761 百万円 266 百万円 

総 資 産 22,003 百万円 406 百万円 

1 株 当 た り 純 資 産 159 円 76 銭 592,851 円 28 銭 

売 上 高 32,193 百万円 4 百万円 

営 業 利 益 476 百万円 △13 百万円 

経 常 利 益 380 百万円 △14 百万円 

当 期 純 利 益 △519 百万円 △14 百万円 

1 株当たり当期純利益 △8円 05 銭 △31,530 円 73 銭 

 

4．合併後の状況 

  合併後における当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金及び決算期の変更はありません。 

 

5．今後の見通し 

本件が業績に与える影響は軽微です。 

以 上 


